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別紙－３㉚ （第３評定者）
考査項目 工 種 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ

3.出来形及 ｺﾝｸﾘｰﾄ □ 評価対象項目の履行状況（評価値）と品質関係の試験結果のばらつきとから判断する。 □ 品質関係の試験
び出来ばえ 二次製 結果が規格値、試験

品水路 【関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験】 基準を超え不適合に
Ⅱ.品質 工 事 ※ばらつきの判断は別紙－４参照。 該当する。

別紙－３の作成は別紙－５により行う。

【評価対象項目】
□ １．施工基面は、土質が適正であるか確認が出来て、かつ、良好な排水

状態で施工していることが確認できる。 ①当該「評価対象項目」のうち、
□ ２．埋戻しは、雑物等が混入せず、良好な（過湿・過乾燥・凍土状態で 評価対象外の項目は削除する。

ない）状態で施工されていることが確認できる。 ②削除項目のある場合は削除後の評
□ ３．水路の目的（用・排水、道路用等）を考慮して、配置や構造物との 価項目数を母数として比率（％）

すり付けなどが適切に施工されていることが確認できる。 計算の値で評価する。
□ ４．水路の目地やマチ部は、水はねや水漏れが無いようにていねいに施 ③評価値（ ％）＝該当項目数（ ）

工されている。 ／対象評価項目数（ ）
□ ５．コンクリート構造物にきめ細やかな施工がうかがえる。 ④なお、削除後の評価対象項目数が
□ ６．二次製品の吊り込み、据付の際に常に十分な注意を払っていること ２項目以下の場合はｃ評価とする。

が確認できる。
□ ７．二次製品の現場検収において、入出荷方法や製品状況をチェックし

ていることが確認できる。
□ ８．クラックがない。
□ ９．その他（理由： ）

●判断基準

ばらつきで判断可能 ばらつきで

50%以下 80%以下 80%を超える 判断不可能

90％以上 a a’ b a’
評

75％以上 90％未満 a’ b b’ b
価

60％以上 75％未満 b b’ c b’
値

60％未満 b’ c c c

※ 試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。


